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京都府・滋賀県内の公立小・中・特別支援学校７５９校に 

「リサイクルトイレットペーパー」を寄贈します！ 

  京都銀行（頭取 土井 伸宏）では、子供たちに環境問題への関心を持ってもらうため、

行内の廃棄文書類をリサイクルした「リサイクルトイレットペーパー」を、平成１３年

１０月から京都府全域の公立小･中・特別支援学校に寄贈し、平成２０年４月からは  

滋賀県内の当行店舗所在地の公立小･中･特別支援学校にも拡大して、年間使用量の約半

分相当を年２回（春・秋）に分けて寄贈しております。今秋も引き続き、７５９校に   

寄贈いたします。 

 当行では、平成２０年３月に「環境方針」を制定、本部役員で構成した「環境会議」

ならびに本部組織横断的な「環境委員会」を設置し、今年度は「平成２８年度 環境プ

ログラム」に基づき環境保全に取り組んでおります。 

 今後も引き続き、環境問題を経営の重要課題として認識し、積極的に環境保全に取り

組んでまいります。 

記 

 

１．寄 贈 品 

    「リサイクルトイレットペーパー」 

２．平成２８年１０月中に寄贈する学校数および寄贈数量 

       京都府内  ５６５校      ９７,１０４巻 

       滋賀県内  １９４校      ４０,９６０巻 

   計 ７５９校   １３８，０６４巻 

※京都府は全域、滋賀県は当行店舗所在地 （大津市､草津市､栗東市、甲賀市､近江八幡市､
彦根市、東近江市）の公立小・中・特別支援学校 

＜参考＞ 平成１３年１０月スタート時点 ６３３校 １０７,６６０巻（秋季分） 

３．寄贈の時期 

      平成２８年１０月中（毎年４月､１０月の２回に分けて寄贈しております。） 

４．寄贈の方法 

      直接、各学校にお届けします。 

 

春･秋ともに、同等数量の寄贈をしております。 



 

－２－ 

＜ご参考＞ 

１．「第二次環境プラン（平成 26 年度～平成 28 年度）」について 

数 値 目 標 
電気、ガス、ガソリンの各使用量について 

平成 25 年度を基準として毎年 1％以上の削減 

銀行本体の取り組み 

○省エネ活動の推進 

○環境に配慮した店舗づくり 

○省資源化とリサイクル 

○情報開示 

お客様･地域社会に 

向けた取り組み 

○森林保全活動 

○環境配慮型商品・サービス 

○地域の環境プロジェクトとの連携 

役職員の取り組み 
○家庭におけるエコライフ 

○環境ボランティア 

２．平成２８年度「環境プログラム」について 

銀行全体の取り組み 

＜数値目標＞ 

電気、ガス、ガソリンの

各使用量について、平成

25 年度を基準として 3％

以上の削減 

 

 

○省エネ活動の推進 

・クールビズ、ウォームビズの実施 

・エネルギー使用管理システムの活用 等 

○環境に配慮した店舗づくり 

・新築店舗等における環境配慮型設備（ＬＥＤ照明、太陽光発電パネルなど）の導入 

・環境配慮型車両の導入 

・東長岡支店の設備の検証と他店での応用 等 

○省資源化とリサイクル 

・行内廃棄文書類のリサイクル 

・ペーパレス化 等 

○情報開示 

・環境展示会などへの出展 

・ディスクロージャー誌、ホームページなどへ環境に関する取り組みを記載 等 

 

 
 

 

お客様･地域社会に向けた取り組み 

 

 

役職員の取り組み 

○森林保全活動 

 ・「日本の森を守る地方銀行有志の会」、「京都モデルフ
ォレスト協会」への積極的参加 
・ 「京銀ふるさとの森」の育成 

・ 「京銀ふれあいの森」の保全活動の一層の充実と間伐材
等の利用促進検討 
・ 「京銀まなびの森」の育成 等 

○環境配慮型商品・サービス 

 ・環境関連商品の推進 
 ・持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則参加 

○地域の環境プロジェクト等との連携 

 ・地域の環境プロジェクト等と連携した実証実験参加を 

検討 等 

○家庭におけるエコライフ 

・家庭における節電への取り組み 等 

○環境ボランティア 

・「京銀ふるさとの森」、「京銀ふれあいの森」、「京

銀まなびの森」などの環境ボランティア活動への

参加 等 

以  上 


